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複素数平面上に 2点 A(α), B(β)と円 Cがあり、円 Cは点 Aにおいて直線 OAに接し,かつ点 Bを通って

いる。α =
√

6 +
√

3 i, β = −1 +
√

2 iとする時、以下の問いに答えよ。

(1) ∠OABの大きさを求めよ。

(2) 円 Cの中心 Dを表す複素数 γを求めよ。

(3) 原点から円 Cに接線をひいた時、点 A以外の接点 Eを表す複素数 δを求めよ。
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